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受賞題目：天然に存在するナノ物質の合成とそれらを用いたエネルギー有効利用への応用 
 
受賞理由 
 
 鈴木正哉会員はナノチューブ状アルミニウムケイ酸塩粘土鉱物であるイモゴライトおよび関連物質の合成、および省エネルギーに向けた
応用開発において、多くの重要な業績を挙げている。その代表的な業績としては以下のものが挙げられる。 
 
１）イモゴライトの大量合成法の開発と応用 
工業的利用に必要な、従来よりも 20倍程度濃度の高い溶液から合成する技術開発に成功している。またその合成イモゴライトを用いた応
用として、その優れた水蒸気吸着性能を生かした結露防止剤や吸着式ヒートポンプシステムにおける熱交換剤としての開発を行った。一般
的な結露防止剤は、一旦吸着すると終了してしまい、また吸着量も少ないが、開発した材料は乾燥重量の 2倍以上の水蒸気を吸着し、また
繰り返し利用可能な特性を示すことを見出した。また吸着式ヒートポンプシステムにおける熱交換剤として利用さているゼオライトでは
100℃以上の熱源により脱水を行なっていたのに対し、イモゴライトは 40～60℃程度の低温でも効率的に脱水可能な性質を見出し、近年求
められている低温廃熱の有効利用に向けた開発を行った。 
 
２）HASおよびその複合体の合成法の開発と応用 
NMRスペクトルではイモゴライトと同様の Si及び Alの結合状態を示すが X線的には非晶質な HAS(水酸化アルミニウムケイ酸塩)の開発
を行い、低コスト性、量産可能性、水蒸気吸着性能、吸脱着速度などに優れていることを見出した。更にこの HASと低結晶性層状物質の
複合体による吸着剤を開発し、実用化されている高分子収着剤を上回る性能を示すとともに、低コストな無機材料では限界と言われていた
水蒸気吸着量をも大幅に上まわる特性を示した。これは省エネルギーにおいて大きな貢献をすると期待されるデシカント（水蒸気吸脱着熱
を利用した）空調システムにおける吸着剤として有望視されている。 
またこの複合体を用いて、二酸化炭素の回収用圧力スイング吸着分離材（PSA 材料）としての開発にも成功している。現在二酸化炭素回
収用 PSA 材料としてはゼオライトが用いられているが、脱着時に真空に引くことが必要とされているため相当なエネルギーを使用してい
る。HASと低結晶性層状物質の複合体は大気圧下でゼオライト比べ約 2.5倍の吸着性能を有していることを見出し、省エネ型二酸化炭素回
収剤として期待されている。 
 
上記のように鈴木氏は、鉱物科学的な視点から省エネあるいはエネルギーの有効利用に向けた応用材料の開発を精力的に進め、鉱物科学の
応用研究分野で顕著な研究業績をあげており、日本鉱物科学会応用鉱物科学受賞候補者として選出した。 
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